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全クラスで 62台のエントリーになった開幕戦！！ 

海外チーム、新車も多数参戦の激戦の ST-Xクラスへ！！ 

 

・開催サーキット：ツインリンクもてぎ ( 4.801km) 

・レース時間：5時間 

・チーム：ARN RACING 

・マシン：ARN SLS AMG GT3 

（Mercedes-Benz SLS AMG GT3） 

・カーナンバー：♯8   

・クラス：ST-X  

・ドライバー：A白石 勇樹  B佐々木孝太  

C 永井宏明  D東 徹次郎     

 



公式予選（4月 2 日） 

◆Weather：曇り ◆Course：ドライ  

  

 スーパー耐久の予選は Aドライバーと Bドライバーの予選タイムの合算で決

勝のスタート位置が決まるため、Cドライバー予選の永井選手と Dドライバー

予選の自分は、決勝のセットアップの確認という意味でもこの予選時間を使い

ます。 

 Aドライバーの白石選手と Bドライバーの佐々木選手は前日のプラクティス

での自己ベストを大きく上回り、本人たちはアタックのタイミングや他クラス

のマシンに引っかかってしまったとのことで完璧とは言えなかったようですが、

合算で 4番手のグリッドを獲得しました。 

特にプロドライバーの多い Bドライバー予選では、GTRと現行のマクラーレン

やフェラーリ 488の速さが際立っていました。 

 Newタイヤでのマシンバランスは少しフロントの動きが多いということで、

Cドライバー予選ではフロントのスタビライザーを硬くし、中古タイヤで永井

選手がアタック。 

7位で Cドライバー予選を終えます。 

 そして Dドライバー予選は 20分間、全クラスで走ります。 

ST-5のマシンもいる中で走るので、まさに決勝想定に近いです。 

マシンセットは Cドライバー予選のときと同じ仕様で、タイヤもそのまま引き

続き同じ中古タイヤなので、使い込んだタイヤでガソリンがフル満タンという

状態でコースへ。 

どちらにしろ 4人の中で自分が一番このマシンに乗っている時間が少なかった

ので、この予選の20分はマシンへの慣れの為にも、全て走らせてもらいました。 

 マシンバランス的にはコーナー進入時の切り始めの反応は良いものの、中古

タイヤだと更にステアリングを切り込んだときや回り込むコーナーではアンダ

ーステアが強いので、決勝に向けて変更が必要だと感じていました。 

いろいろマシンの状況の現状を感じ取ることも出来て、5位で Dドライバー予

選を終えました。 

 

予選結果：４位 3’41.645（A・B合算タイム） 

A：1’50.920  B:1’50.725  C:1’53.545  D:1’53.945 



 



 
 



 

 



決勝（4月 3日） 

◆Weather：晴れ ◆Course：ドライ  

 

 朝のウォームアップ走行はウェットコンディションでしたが、スタートの時

刻にはドライコンディションとなり、セットアップとタイヤも完全にドライ仕

様でグリッドに着きました。 

 長い 5時間レースの順番は佐々木選手がスタート、白石選手、永井選手、そ

してチェッカードライバーが自分という作戦です。 

自分たちはマシンのパフォーマンス的に新車勢に予選一発のタイムは分が悪く

とも、ドライバーのペースも 4人揃っていますしマシンも耐久性が武器なので、

決勝に少なからず自信を持って臨んでいました。 

しかしながら 3ピット作戦は燃費もギリギリなので、本当に 4人がしっかりと

仕事をしないと成立しない攻めの作戦でした。 

 4位からスタートしましたがすぐに佐々木選手が 3番手に上がり、3台のGTR

の間に割って入り、5号車、24号車にはスピードでは敵わず少しずつリードを

広げられてしまうものの、バックマーカーの処理も利用して 3号車の GTRに対

しては 6秒程のリードを保ちながら走行していきます。 

62台もの車両が走っていて ST-5クラスのマシンとは 30秒くらいのタイム差が

あるため、スタートして 3周くらいにはバックマーカーが出てきます。 

このバックマーカーの処理の仕方も大きなポイントになってきます。 

しかし、まだスタートして 10周も経過しないうちに佐々木選手から悲痛な無

線が・・・。 

4コーナーなど中高速コーナーでリアタイヤが既に苦しく、相当リアタイヤをマ

ネージメントしながら走らないとまずいということ。 

これはこれから乗る自分たち 3人のドライバーも予想外でした。 

おそらくフル満タンの重い状態ではリアの動きが柔らか過ぎる傾向で、ケアし

てドライビングしていても予想以上にタイヤに負担がかかっていたのです。 

そんな中で佐々木選手は 3位をキープして作戦通り 39周目にピットへ。 

 しかしここで最大の誤算が・・・。 

ターボ車で燃費が悪いだろうと予想していたGTR勢が自分たちよりもピットが

後なのです。 

燃費とコンスタントラップで勝負という作戦でしたが、GTR勢はタイヤが劣化

してきても思いのほかラップタイムの落ち込みも少なかったのです・・・。 

予選だけにとどまらず、決勝も全てにおいて上をいかれていました。 

 ただ、レースはまだまだ先も長く 3時間半以上残っています。 



自分たちも作戦通り順調に走行していきます。 

自分はラスト 1時間 15分で交代しました。 

終始 4・5・6位を走っていたのですがピットの関係で自分がコースインしたと

きは 4位でコースへ。 

最後のスティントですし特にブレーキが心配という情報が入っていたので、ブ

レーキ踏力を抑えて、ブレーキを残してコーナーへ進入しないようにブレーキ

を労り、尚且つリアタイヤもケアしながら序盤は 1分 56～58秒ペースで走行し

ました。 

55秒ペースにしたかったのですが、フル満タンの重いマシンでブレーキもケア

しながらですと、バックマーカーもロス無く抜いていくようにはしていました

が、どうしてもそのくらいのペースになってしまいました。 

 ただ、4ピット作戦のマクラーレンが 54～56秒ペースで後方からどんどん来

てはいたので、途中からペースを上げようとしたのですが、ブレーキの制動力

も予想以上に落ちていて尚且つケアして走っていてもオーバーステアが強かっ

たので苦しい展開となります。 

そしてとうとうマクラーレンに捕まってしまい、こちらが一番辛いブレーキン

グから高速コーナーの 4コーナーで前に行かれてしまいました。 

 残り時間 5分というところで 6位の 16号車 BMW Z4も徐々に迫ってきてい

ました。 

自分としてもフロントタイヤのグリップも落ちてきてアンダーステアも強くな

り本当に辛い状態でしたので、残り 2周だけはブレーキをコーナー進入時に少

し残してフロントを入れるようにし、タイムを 56秒台に戻してスパートをかけ

て何とか 5位を守ってチェッカーを受けました。 

 

決勝結果：5位（自己ベストタイム：1’56.198） 

 



 

 



反省 

 

 今回予選での差は多少予想していたものの、決勝が予想以上に苦しい展開と

なってしまったので、次回に向けて決勝のセットアップをもっと煮詰めること

が絶対的なチームとしての課題となります。 

 自分は GT3車両をドライビングする際は左足ブレーキなのですが、今回練習

の時点で燃費がそこまで良くなかったので、燃費良くドライブすることが次回

の課題です。 

そして今回レースで初めて長い時間 SLSをドライブしマシンにはだいぶ慣れた

ので、次回はこのマシンの長所でもあるブレーキをより上手に使えるように取

り組んでいきたいと思います。 

 また、決勝では苦しい展開で一つポジションを落としてはしまいましたが、

抜かれた後もミス無く最後までタイムを安定させられたことは、良かったと感

じます。 

 

 

 

 



最後に 

 

 今回もスーパー耐久参戦にあたり、ご支援ご声援本当に有難うございます。 

今季のスーパー耐久は確実に決定しているのは 9月 3日、4日に開催されます第

4戦の富士ラウンドでの Dドライバーですが、他のラウンドも今のところチー

ムと話し合っているところです。 

 今年は GTRが 3台になり、他メーカーのマシンも 2016年バージョンが多数

を占めていますので、本当に今年が一番激戦の ST-Xクラスです。 

だからこそやりがいもありますし、自分の成長という意味でも素晴らしいシリ

ーズだと考えています。 

 自分のコメント、走りに自信を持ってチームに貢献し、尚且つより自分自身

成長出来るよう全力で取り組みながらチャンピオンを目指していきます。 

1戦でも多く走れるよう自分も努力していきますので、どうぞ今後とも御支援御

声援の程、宜しくお願い致します。 

 

 

2016 年 4月 5日 

 

東 徹次郎 

 

 

 


